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●避難場所　　　

●緊急連絡先

●　　　

緊急連絡先 電話番号 緊急連絡先 電話番号

災害時の声の伝言板
災害用伝言ダイヤル

伝言の録音方法

ガイダンスが流れます

にダイヤルする

ガイダンスが流れます

（　　　　　）

録音の場合 再生の場合

伝言の再生方法

ガイダンスが流れます

1 2

1 7 11 7 1

0 2 6 5 （　　　　　）0 2 6 5

にダイヤルする

ガイダンスが流れます

●被災地内の方も、被災地以外の
方も被災地の方の電話番号を市外
局番からダイヤルしてください。録音さ
れた伝言は被災地の方の電話番号
を知っている方が聞くことができます。
●一般加入電話、公衆電話、携帯電
話、PHS(共に一部事業者を除く）か
らご利用になれます。

覚えてください！

Web171Web171
災害用伝言板

インターネットを利用した災害用伝言板
（他の災害用伝言サービスと連携可能） またはweb171と検索https://www.web171.jp

家族の集合場所・連絡先

「171」
災害時の声の伝言板
災害用伝言ダイヤル

発行：南箕輪村役場 発行月：令和6年1月
制　作：（株）ゼンリン

上伊那郡南箕輪村4825-1
0265-72-2104
vilm-m@vill.minamiminowa.lg.jp

［ 住所 ］
［ TEL ］
［ E-mail ］

リ ュ ッ ク サ ッ ク
携 帯 ラ ジ オ
懐 中 電 灯
現 金
乾 電 池
免 許 証
保 険 証、権利証書
預貯金通帳、印かん

カ ン パ ン・缶 詰
栄 養 食 品
離 乳 食
粉 ミ ル ク
ド ラ イ フ ー ズ
飲 料 水
レ ト ル ト 食 品

包 帯
ば ん そ う こ う
目 薬
鎮 静 剤 、解 熱 剤
傷 薬 、胃 腸 薬
消 毒 薬
常 備 薬

下着・上着・靴下等
ティッシュペーパー
軍 手 、 タ オ ル
雨 具
ビ ニ ー ル 袋
ウエットティッシュ
生 理 用 品
ラ イ タ ー

お む つ
缶 切 り 、栓 抜 き
食器（プラスチック・紙）
コ ッ プ 、わ り ば し
ヘ ル メ ッ ト ・ 帽 子

下着・上着・
靴下等

ティッシュペーパー

ウエットティッシュ

おむつ

ライター

ビニール袋

雨具

生理用品

食器
（プラスチック・紙）

ヘルメット・帽子
缶切り、
栓抜き目薬 鎮静剤、解熱剤 消毒薬傷薬、胃腸薬包帯 ばんそうこう

軍手、タオル

常備薬

携帯ラジオ

免許証コピー

リュックサック 現金

預貯金通帳
コピー、印かん乾電池

保険証コピー

権利証書

カンパン
缶詰

栄養食品 離乳食

粉ミルク
ドライフーズ 飲料水

※3日から1週間程度を用意。

レトルト食品

懐中電灯

（m）
8.0

6.0

10m

4.0

2.0

0.0

-2.0
※縦 - 横の縮尺が異なります。
※水位標の値と水位標のゼロ点高は、小数点以下第二位を四捨五入して表記しています。

水位標のゼロ点高702.7m（標高）

河川がはん濫するおそれ
のある水位

はん濫危険水位
2.60m

避難情報発表の目安と
なる水位

避難判断水位
2.40m

水防団が待機する目安
となる水位

水防団待機水位
1.00m

河川のがはん濫の発生を
注意する水位

はん濫注意水位
1.50m

水
位
標
の
値
（
水
位
）

浸水箇所は溝や水路に気付きにくいため、十分
注意して避難しましょう。

役場、消防からの
避難の呼びかけに
注意しましょう。

避難する前に
電気・ガスなど
の火元を消し、
必要なものをま
とめておきま
しょう。

避 難 の 時
は、役場・消
防署・警察
署などの指
示に従い早
めの避難を
しましょう。

ラジオ・テレ
ビで最新の
気象情報に
注意しましょ
う。

万が一避難が遅れ、危険が迫った場合は近くの
丈夫な高い建物に逃げましょう。

マップで最
寄りの避難
所の位置を
前もって確
認しておきま
しょう。

洪水時のはだし、
長靴は禁物です。
動きやすい運動靴
で避難しましょう。

・「お手伝いしましょうか」などと大き
な声でゆっくり話しましょう。
・杖を持っていない側にまわり、ひ
じのあたりを軽く持ち、半歩前を
ゆっくりと歩きましょう。

・特に一人暮らしのお年寄りの方
には普段から気を配りましょう。

・話すときは近くまで寄って相手に
まっすぐ顔をむけて口を大きくはっ
きりと動かしましょう。
・紙に書いたり、身振りなどで情報
をわかりやすく伝えましょう。

・複数の人で協力しましょう。
・緊急の際は、ヒモなどでおぶって
避難しましょう。
・車いすの場合は必ず3人以上で協
力し、上がるときは前向き、下がると
きは後ろ向きで避難しましょう。

目の不自由な方には 耳が不自由な方には 体の不自由な方には
寝たきりの方には

一人暮らしのお年寄りの方には

特に洪水時に避難する際は、河川の管理道路の利用は避けましょう。
水があふれたりする場合があり大変危険です。50cm以上の水位は無理に避難しない。

体の不自由な方やお年寄りの方は避難することが困難であったり、
遅れたりすることがあるため、地域の皆さんで協力して助け合いましょう。

普段の備えがあなたの家族を守ります。 命を守るために早めの行動を!
災害時は自分の身を自分自身で守ることが大切です。
いざというときのために、十分な備えをしましょう。家庭の防災チェック✓

ガラスが割れた場合などは、素足
での歩行が困難になるので、く
つ・スリッパ・帽子・軍手をベッド
の下など、取り出しやすいところに
用意しておきましょう。ベッドはキャ
スターがついていれば取りはずし、
落下・転倒する危険性のあるもの
はできるだけ離しておきましょう。

寝　室
窓に限らず鏡などの板ガラス類に
は、飛散防止フィルムを貼りましょ
う。防炎処理を施した厚手のカー
テンも効果があります。

窓・カーテン・ガラス

不安定なアンテナや屋根瓦、雨どいなどは
補強して、土や落ち葉などが詰まって配水
が悪くなっていないか確認しておきましょう。

屋　根
壁面に密着して設置し、Ｌ字型金具を
使って上部や側面を固定しましょう。食
器や荷物などは軽いものを上に、重い
ものを下に置きましょう。

タンス・食器棚

開き扉は、中のものが飛び出
さないように止め金をつけて
おきましょう。

開き扉

落下防止のため、2ヶ所以上をしっ
かりと固定しましょう。その際ゆれ幅
を小さくするため、ひもを短く調整し
ておきましょう。

額・掛け時計・照明器具

使用しないときは施
錠し、燃えやすいも
のは周囲に置かな
いようにしましょう。

物　置

ゴミは回収日の当日の朝に指定された収集場所に
出すようにしましょう。また、放火されないよう家の周
囲には燃えやすいものは置かないようにしましょう。

ゴミ・その他
消火器は各階に１本ずつ用
意し、取り出しやすくわかりや
すい場所に置いておきましょう。

消火器

土中に40cm以上の基礎部
分の無いものや鉄筋が入っ
ていないものは補強し、ひび
われや鉄筋のサビは修理し
ておきましょう。また生垣のほ
うが倒れにくく、防火の機能
もあり、安全です。

ブロック塀・門柱

脱出時の妨げにならないよう、自転車・
ベビーカー・ショッピングカートなど大き
なものは置かないようにしておきましょう。

玄　関
重心が低くなるように重い本を下に、軽い本を上に置く
ようにしましょう。転倒防止のため金具で固定し、本が飛
び出さないよう背表紙をバンドで固定しておきましょう。

本　棚
脚にゴムキャップをはかせて
滑り止めをしましょう。できるだ
け角の丸いものを選びましょう。

テーブル

倒れないように鎖などでしっか
りと固定しておきましょう。

ガスボンベ

低い場所に置き、金具などで壁に固定しま
す。またラックやパソコンデスクなどのキャス
ターは、できればはずしておきましょう。

テレビ・ステレオ・パソコン
やむをえず人形ケースなどを置くときは固
定器具で柱などに固定しておきましょう。

家具や棚の上の飾り物
重量のあるピアノは、倒れなく
ても横にすべるので、大変危
険です。脚底部に大型の固定
器を取り付けておきましょう。

ピアノ

浸水害・土砂災害時の避難行動

災害時の心がけ

要配慮者への協力を要配慮者への協力を

避難時の心得避難時の心得

車での避難は緊急車両の妨げとなりますので、
控えましょう。徒歩での避難を行いましょう。

高齢者等避難
人的被害が発生する可能性が高まりました。状況

避難指示
災害による被害が予想され、人的被害が
発生する危険性が高まりました。状況

緊急安全確保
災害発生など状況がさらに悪化し、人的被害
が発生する危険性が非常に高まりました。状況

1 2 3

高齢者、障害のある人、乳幼児
などと支援する人は避難を開
始してください
その他の人は、いつでも避難できる準備をしてください

危険な場所から
全員避難してください

災害が発生している可能性が
あります。
直ちに命を守る行動をとって
ください。

南箕輪村 保存版2024

ON

OFF

施設管理者位置 所在地
天竜川 天竜川 国交省 天竜川上流河川事務所左岸210.60km 長野県上伊那郡辰野町樋口（新樋橋南側50m）

水位に「水位標のゼロ点高」を加えると水面の標高になります。

水系名 河川名

天竜川水系 天竜川（伊那富水位局）

水位観測所付近の川の断面図 河川の水位の時間変化

河川の水位情報

自らの命、家族の命を守るために！災害時、避難に関する3つの情報災害時、避難に関する3つの情報普段の心がけわが家の防災メモ

気象情報と避難行動計画「土砂災害」を知る地震対策について

大 雨

広い範囲で
数十年～
数百年に
一度の大雨

大雨が一層
激しくなる

強さ増す

数時間前～
2時間程度前

半日～数時間前
大雨始まる

数日から約1日
程度前

大雨の可能性が
高くなる

避難行動
計画

気象庁が発表する情報
土砂災害 浸水害 洪　水　害

ひ
と
り
ひ
と
り
の
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活
に
合
っ
た

　
　
　
　
　
行
動
計
画
を
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て
お
き
ま
し
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洪水注意報

洪
水
警
報

大雨注意報

大
雨
警
報

（
土
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害
）

大
雨
警
報

（
浸
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害
）

大
雨
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別
警
報
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害
）

大
雨
特
別
警
報

（
浸
水
害
）

危
　
険
　
度

高

低

警戒レベル5
命を守る行動

警戒レベル4
全員避難

警戒レベル3
高齢者等は避難

土
砂
災
害
警
戒
情
報

記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報

水害や土砂災害から自らの命、家族の命を守るために！いつ、どこに、どうやって
避難したらいいの？

避 難 情 報 の 発 令

適時適切な避難を行うために、家族や地域で確認しましょう。

●南箕輪村から発令される避難情報には、以下のものがあります。

●南箕輪村が作成しているハザードマップや地域防災計画を見て、河川が氾濫した場
合には何ｍ浸水してしまうのか、土砂災害が起こりやすい場所ではないか等、自宅や
学校・職場等のよく立ち入る場所には、どのような危険があるのか確認しましょう。
●南箕輪村が指定している避難所と避難場所を確認し、そこまでの経路や移動手段に
ついて考えておきましょう。
●ホームページ等で危険性や避難場所の確認ができない場合は、村役場までお問い合
わせください。

ステップ1 自宅や学校・職場には、どのような危険があるのか確認しましょう。

ステップ2 南箕輪村から発令される避難情報について確認しましょう。

避難指示までに

障がい者
・

スマホ版

信州防災
アプリ

河川水位情報
土砂災害警戒情報

長野県  河川砂防情報ステーション
国土交通省  川の防災情報
気象庁  土砂災害警戒情報

▼ https://www.sabo-nagano.jp/

▼ https://www.river.go.jp/

▼ https://www.jma.go.jp/jp/dosha/　

▼ https://www.jma-net.go.jp/nagano/

▼ https://www.jma.go.jp/気象情報 長野地方気象台
気象庁（キキクル）

ラジオ NHK第1　
FM 信越放送（SBC）

▼1341kHz

▼ 94.2MHz
NHK第2　
信越放送 （ＳＢＣ）

▼1539MHz

▼1098kHz
NHK FM 長野
FM 長野 　

▼ 84.0MHz

▼79.7MHz

川の
水位情報

川の
防災情報
（スマホ版）

川の
防災情報
（English）

長野県
河川砂防
情報
ステーション

災害にそなえ、防災を学ぶ。ふだんも、いざという時も役立つ。
スマートフォンにダウンロードして、いざというときに備えて下さい。 android iOS

パソコン・スマートフォン

■ 非常持出品のチェック表✓

屋外にいた場合

●その場に立ち止まらず、
窓ガラス、看板などの落
下物から頭をカバンな
どで保護して、空き地や
公園などの安全な場所
に避難する。

●近くに空き地などがないときは、周囲の状況を冷
静に判断して、建物から離れた安全性の高い場
所へ移動する。

●ブロック塀や自動販売機などには近づかない。
●倒れそうな電柱や垂れ下がった電線に注意する。

●ハンドルをしっかり
と握り、徐々にス
ピードを落とし、緊
急車両等の通行ス
ペースを確保し、道
路の左側に止め、エ
ンジンを切る。
●揺れがおさまるまで冷静に周囲の状況を
確認して、カーラジオで情報を収集する。

●避難が必要な時は、キーはつけたまま、ド
アロックもしない。車検証などの貴重品を
忘れずに持ち出し、徒歩で避難する。

●つり革や手すりに両手でしっ
かりつかまる。

●途中で止まっても、非常コック
を開けて勝手に車外に出た
り、窓から飛び降りたりしない。

●乗務員の指示に従って落ち着
いた行動をとる。

屋内にいた場合

●揺れを感じたら、身の安全を確保し、すばや
く屋外の安全な場所へ避難する。
●揺れがおさまったら火の確認はすみやかに
（コンセントやガスの元栓の処置も忘れず
に)。
●乳幼児や病人、高齢者など要支援者の安全
を確保する。
●裸足で歩き回らない(ガラスの破片などで
ケガをする)。

●カバンなどで頭を保護し、ショーウィンド
ウや商品などから離れる。柱や壁ぎわに
身を寄せ、係員の指示を聞き、落ち着いた
行動をとる。

●ドアや窓を開けて避難口を確保する。
●避難にエレベーターは絶対に使わな
い。炎と煙に巻き込まれないように
階段を使って避難する。

●カバンなどで頭を保護し、座席の間
に身を隠し、係員の指示を聞く。あわ
てずに冷静な行動をとる。

地震発生時の時間経過別行動マニュアル

地震だ！ まず身の安全
大きな揺れを感じたり、緊急地震速報を受けたら、姿勢を低くし、頭を守り、揺れがおさまる
まで待ちましょう。

大揺れがおさまった
台所やストーブなど火の始末をしましょう。避難の時は、電気のブレーカーを下ろし、ガス
の元栓を閉めましょう。

火の始末のあと
家族の身の安全を確認、確保し、災害情報、避難情報を入手しましょう。また、避難可能な
出口も確保しましょう。

外に出たあと
家の家具の下敷きになった人の救出や、消火活動を隣近所で協力して行いましょう。

避難後、数日間
地震発生後の数日間は、水、食料に加え、電気などの供給が途絶えます。この間、日頃か
ら、生活必需品(非常用品)を準備し、自分でしのげるようにしておきましょう。

半日

最低

～5日

10分～半日

５～10分

２～５分

土砂災害は、がけ崩れ・地すべり・土石流といった自然現象で
地震や雨により発生しやすくなります。

「浸水想定区域図」について

防災マップ1防災マップ1
地すべり区域

特
別
警
戒
区
域

地すべり区域

警
戒
区
域

特
別
警
戒
区
域

地すべりの長さ L

L以内（ただし２５０mを
超える場合は２５０m）
L以内（ただし２５０mを
超える場合は２５０m）

（
最
大
で
60
ｍ
）

（
最
大
で
60
ｍ
）

警
戒
区
域

特別
警戒
区域

土石流の恐れのある渓流

扇頂部

土
地
の
勾
配
2度

扇頂部

土
地
の
勾
配
2度

警
戒
区
域

特別
警戒
区域

土石流の恐れのある渓流

がけ崩れは、急な斜面が大雨や長雨に
よって緩み、突然崩れ落ちる現象で、避難
が遅れがちになります。

■前兆現象
○がけから水が湧きだす。
○がけに亀裂が入る。
○小石がパラパラと落ちてくる。
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急傾斜地の上端
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急傾斜地の上端

10m以内（５０mを
超える場合は５０m）
2h以内（５０mを
超える場合は５０m）
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急傾斜地の崩壊（がけ崩れ）
地すべりは、広い範囲の地盤がゆっくりと
動き出す現象です。
速度は緩やかですが、発生すると大きな
被害をもたらします。

■前兆現象
○地面がひび割れたり陥没する。
○沢や井戸の水が濁る。
○斜面から水がふき出す。

■前兆現象
○山鳴りがする。
○雨が降り続いているのに、川の水位が下がる。
○川の流れが濁ったり、流木が混ざり始める。

地すべり
土石流は、谷や渓流から、土砂や石、木を
含んだ濁流が一気に下流へ押し流される
現象です。
速度が速く大きな破壊力を持っています。

土石流

浸水深の表示区分
　洪水時に、一般的な建築物が倒壊・流出する等の恐れのある区域を示したもの
です。家屋倒壊等氾濫想定区域は、【氾濫流】と【河岸浸食】の２種類があります。

家屋倒壊等氾濫想定区域

■氾濫による家屋倒壊等
　氾濫想定区域

■浸食による家屋倒壊等
　氾濫想定区域

河川堤防の決壊または洪水氾濫流によって、
木造家屋の流出・倒壊の恐れのある区域
（南箕輪村村内では指定されていません。）

天竜川・大泉川・大清水川・帯無川（河川の浸水深が
重なる部分は浸水深の深い部分を表記しております。）

洪水時の河岸浸食によって、木造・非木
造の家屋の流出・倒壊の恐れのある区域

6 段階

【20.0m～】
【10.0m～ 20.0m】
【5.0 ～ 10.0m】
【２階の軒下から浸水する3.0 ～ 5.0m】
【１階の軒下から浸水する0.5 ～ 3.0m】
【１階の床高　0.5m未満】
浸水深の表示方法は、一般的な住宅において 氾濫流 河岸侵食

　国土交通省及び長野県では、洪水予報河川及び水位周知河川に指定した河川について、洪水時の円滑かつ迅速
な避難を確保し、又は浸水を防止することにより、水害による被害の軽減を図るため、想定し得る最大規模の降雨
により当該河川が氾濫した場合に浸水が想定される区域を洪水浸水想定区域として指定し、指定の区域及び浸水し
た場合に想定される水深を洪水浸水想定区域図として公表しています。
　「想定最大規模降雨」は発生する確率が、おおむね1,000年に1回程度の大雨。天竜川は上流の48時間総雨量
605㎜、大泉川、大清水川、帯無川は、各河川流域に24時間で836㎜の降雨を想定している。

20m  ～

10m  ～  20m

5m  ～  10m

3m  ～    5m

0.5m  ～    3m

～ 0.5m

浸水深等

「もしも」の時のために、あなたとあなたの大切な家族を守るために。

防災に関する情報を携帯電話やパソコンなどに
配信するサービス  mm@emp.ikkr.jp

防災メール「みなみみのわメールメッセンジャー」
メールメッセンジャーと同様、
村からの情報を受け取れます。

村LINE公式アカウント

久保・中込・塩ノ井・北殿・南殿
田畑・神子柴・大芝・大泉・北原
久保・中込・塩ノ井・北殿・南殿
田畑・神子柴・大芝・大泉・北原

情報伝達や避難行動の遅れが被害を大きくしています。「自分は大丈夫」「ここは大丈夫」などが避難の遅れにつなが
ります。改めて命を守る行動を見直しましょう。
雨による水害や土砂災害といった災害は時間を追って発生します。気象情報や周囲の状況を確認し、身の危険を感じ
た場合は直ちに避難しましょう。

天候が悪化する前・暗くなる前・避難準備情報・高齢者等避難開始が発表されたとき
突発的な災害など、村からの避難勧告等の発令が間に合わない場合があるため、身の危険を
感じたら直ちに避難しましょう。

命を守る行動事前の備え 命を守る行動

自主避難する判断ポイント

住んでいる場所の危険度を把握しておく
【浸水想定区域を確認しましょう】
　○入っている
　○隣接している
　○入っていない
【土砂災害警戒区域を確認しましょう】
　○入っている
　○隣接している
　○入っていない
♦自宅からの避難場所・避難所、避難経路を確認しましょう
地域の防災強化を図る
●避難訓練に参加
●要配慮者の避難に協力
避難場所・避難所を確認
●災害が発生する前に危険性がある場所から避難すること
が原則
♦避難場所・避難所へ避難
♦近隣の安全な場所へ避難
※避難することがかえって命に危険を及ぼしかねない時は
　屋内での安全確保

避難場所・避難所・安全な
場所にある家族や知人の家
などに避難

自宅やそのときにいる建物
の2階以上のより安全な場
所へ避難

自宅周辺に浸水・土砂災害
の危険のある場合は
早めの自主避難

村からの避難情報や避難の
呼びかけ「避難準備・高齢者
避難開始」がでたら要配慮
者と一緒に避難

夜間で見通しが悪い。既に
浸水している。【外出するこ
とがかえって危険なとき】

大雨・台風接近
気象情報や周囲の状況に注意し、直ちに避難できるよう準備


